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第 1章緒 言

この研究紀要は，さきtこ発表されfこ小学校4，5，6年共透用算数学力検査

について，作成の目的，意義，及び経過と結果をまとめ，これに関連する教育

上の諸問題について，検討を加え?こものであ研究内容の臨要はつぎの還 りであ

る2

第2主主では， 問題作成の目的と意義，第3章では，問題作成の計画と経過を

のべTこ。まfこ，第 4意，問題の作成では，予備テストにお付る問題作成の手順

をできる限b具体的に記述するこ とにつとめた。

第5章，標本調査設計では，層化副次無作甥抽出法による児童生徒の抽出の r 

l方法を具体的に示しに

第6宝章詮'標準化では，本テストの実施」β7法と，その結果及び品等尺度につい

て明らかにした。

第7章，結果の検定では，標本の抽出及び学カ検査問題の安当性，趨応性，

l信頼位薄fe検定した。

第8京，結果の記述では，この学カ検査からみられ?二本県児童生徒の学カの

発達を明らかにした。

| 第9主主，総括では，以上の結果をまミめ?こ。

|以上のlまかに，この研究紀裂では，最後に附錦部10章を?設げて学カ検査の利

用にづいて，できる限h具体的に記述して，現場の教師の"jjo々の利用の使をは

かった。



ノ

第 2章 問題作成の目的主意義

2. 1 問題作成の目的

この学カ検査問題作成の目的は，つぎのこつである 0

(1) 本県小学校4，5， 6年児童の算数の学力実態を把撮すること。

(2) -本県小学校 4，5， 6年児童のJr-数学カを客鎖的tこ評価し， 個々の児

意の学カの相当学年を知るととるに，学力の進歩の状態や， 同一学年

内におげる児童の品等~明かにし，その結果営実際指導に役立てるた

めの具体的な資料を提供すること。

2. 2 問題作成の意義

地域の教育内容や方法を決定するためには， 地域社会並びに，児意生徒の実

態が明かにされていな〈てはならない。当教育研究所では，発足当初より，県

基準案作成の立場から，教育のための地域社会調査と児童調査の二つを基本線

として，事業そ進めて きている。この学力検査の意義は，この基本績にそっ

て，本県児童の算数学カ営把握し，県基単案作成の際の資料に投立てよ うとす

る点と，さきに発表された学年別学力検査ととも tこ，各学校，学級の教師にt:

いして，指導上価値める資料を提供しようとする点にある。

また，さきに発表5れに，学年別学カ検査と，この学年共通用学カ検査の関

係は，つぎのように考えられる。何れの学カ検査も，児童の学力を評価し，指

導上の資料合えようとオる点では一致しているk すなわち，教師が自分で作成

し?こ教育課程で教育し?こ児童の学)Jを学カ検査により，客観的に評価し，その

結果を検討することによって，実際指導の?こめの具体的な資料や，教育課程改

善のにゆの予がか bがえられるわりである。

しかし，児童の学力を相対的に位置づりる位置づげ方は，必中しも一致して'

いない。そして，児輩の学力会，どのような位置づげ方でとらえるかは，学カ

検査実施の目的によることで，実施にはその目的に添う学)J検査が用いられな
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くてはならない・。

つぎに，学年別学力検査では，各出陣に，学カ検資問題が構成されている

ので，その学年の主要素をできるだけ分析的に網らして，その学年内では，比

絞的広範囲の分野にわたって評価することができるから，かな b細部につい

て，児童の長所短所を検出することが可能である。 まに，学級金休について t

も，個々の児童についても ，全県下の水準からみて，どの程度の学力に達して

いるかを3相対的に比較することができる。しかし，その児童の学力が，何年何

学期相当であるかを知ることはできない。その上，個々の児童の学力の進歩の

状態ぞ直接知ることも不可能である。例えば，める四年の児童が四年用テスト

(理解広明〉でlS点の成績でめ L その児童が五年になって五年用テスト (理

解応用〉で20点を得fことしても，これを直接比較して，進歩の程度を・知ること

はできない。また s 標準化され七時期に実施しなくてはならないという時期的

制約があるというように，学年別学力検査は幾多の長所と短所舎もっている。

つぎに， 4年 S年， 6年共通用学)J検査は，四年，五年，六年の主要素を

網らして，問題が構成されるから ，同一学年内では，学長i三別学力検査ほど，分

析的に，児童の長所，ー短所を，検出することはできないが，多〈の学年にわた

った分野にお・い・て，児童の学力を評価することカfできる。ま?こ，各学年，各学

期の県下の規準が示ぎれているので，rことえば，五年の児童でも，三年三学朋

相当の学力であるというように学カの相当学年学明を知ることができるコこの

ようなことから，その児童が，何年程度から基礎的に指導きれなげればならな

いかの手がか りがえられる。

ま?二，個キの児童について，毎年，この学年共通用学カ検査を'実施しに成績

を?比較検討すれば，その児童の進歩の状態を具体的に把握することができるつ

ま?こ，学j]検葦の実施についても，各学年の各学期におけ，る県下の規準が示

されてゐるから， 一学期末ゐるいは，二，三学期末に実施して，これを県下の

規準と比較することができるわけでめる。

このように 3 学年共通用学力検査は，学年別学カ検査と共に:長短相補う特質

をもっているので，この二つの学力検査を.併せ用いることによって，一層具体

的に児童の学力金把握することができるわりである D
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第高章 問題作成の計画と経過

3. .1 問題作成の計画

小学校 4，5， U年児童を苅-象として，さきにのべられた目的にそう学力検

‘査問題を作成するには，問題作成の立場，具体的手順，作成の組識3 標本抽出

のj方法，結果の処理等の計画がなされなくてはならないO.

これらのうち，この章では，問題作成の立場，留意点，及び作成主臓につい

てのべ，イ自は，関係各章で明かにすることにする。

3. 1. 1 問題作成の立場

+この学力検査では，ペ{パーテストで可能な範聞についての学カのうち a特

に，計算と理解応用の二つの面をみるものとした。そして，各学年の被験者の

学習効果が概括されるような概観テストとして問題を構成し，各学年におdずる

望ましい学習到達目標の設定は，文部省学習指導要領算数科編(昭和26年改訂

』反)によることにしTこ。

まに，学カを位置づける規準点o作成には，年令規準を?とらないで，学年学

期規準~ と ることにしに。それは，知能などと異1) ，学習してえられにものを

測定するのに，各学校で，カりキユラムが異るから，限定されに学カ検査問題

で，一月毎のような，細かな規準点を作成することは不適当であると考えたか

らである。この学年学期規準を作成するのに， 4，5，6年共通用学力検査であ

っても，小学校HFから』中学校 l年までに，本テストを実施しな〈てはならな.

~' û ぞれで， 小学校3 年， 4年 5年 6年及び，中学校1主f-の全県平均が比

験的等間隔にひらくように考えて問題を作成するこ とにしfこ。

次に，問題の平均的困難度は，本県小学校 4，5; 6年全集団について，テ

スト全体の平均通過重容が凡そ， 50μ程度になる処に目安をおい?こ。 したがっ‘

て ，平均過率4年ではSO ~6未満i乙， 6年では， 50%以上になるわけでゐる百
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各問題は，それぞれの内容に伺応して，困難度の高いものから，低いものま ¥

でがふくまれるようにし，できる限れ一問題で，単一要素舎もうようにし

千，診断的に色利Jできるように問題竹作主成舵含考えわ7仁こ

まf仁:，指導の使を考えて，学年相当規準の他に，学年内での品等規準色作成

することにした。

3.1.2 問題作成上の留憲点

問題作成の立場は以上によって明かにされたわけであるが，問題雪作成する

には，まだ，いろいろ尚1ましなくてはならない点が考えられる。

それは，学力検査が，標準検査として，具備しな〈てはならない条件どし

て，安当性s 信頼性，適応性，客観性，効率等が考えられるからである。これ

らの条件は互に関連しに色.のであり，この条件が不満足な学j)検査は，標準検

査としては用金なさない。したがって，問題作成の過程において，これら の条

件は，常に悩意きれなくてはな らない。その主な尚意点をめげれば，つぎのよ

うになる 。

(1) 学力検査は，検査の目的に応じて，測定しようとするものが正しぐ測ら

れ.るものでな〈ては安当性全欠 t。しにがって，教育内容而について考えれ

ば，学習指導要領や各種検定教科書に準拠して，その学年でおさえな〈ではな

らない主要素がお5えられ，しかも，問題が，その目的に応十るように作成さ

ftなくてはならない。

/(2)学力検査は，学習効果{e測定するものであるから，知能で解決できるよ '

うなものでなし学習した知識，技能力4な〈ては，解決されないものでな(て

は5妥当性金欠〈ことになる。

(3) 学力検査問題は，優秀児や遅進児など，個々の児童の学力が十分弁別で

きるものでな〈ては，適応性を?欠くことじなる。このこ とtこついては， 学力検

査全体として，問題の悶難度が，高いものから低いものまで:含まれることが必

要正なるし，得点分布曲線も， 一方に偏しTこれ山が二つ以J:できるようなも

のlは，のぞまし〈ないわげである。

ω 個々の問題では，学年を追うに従って平均通過率が上昇しτいく問題
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は，学年間の弁別のいもぢ.るしいものと考えることができる。

(5) 個々の問題について，その予年内で，J:二位J仇下位排の弁別の明かな 6
"# 

のは，上位者にはできるが.下位者にはできないというように， 上位者.下位

者を弁別する問題と して，適応性めるものと考えることができる。

俗} 不明瞭な問題，d)るいわ，まぐれd)1二bの入る確率の大きい問題はr得

点が常に動揺するから，信頼性が欠けることになる。

問答に8胞ができたり，問題相互lこ関連がめって，各問題が独立していな

レ問題は，測ろ うと するものが，関連したことがらに影響されてB 測られな〈

・なる可能性が大きし、から，安当性に欠く問題になりやすいととも lこ，得点も動

揺する可能性が大き〈なるから，信頼慌が低くなる臼

(8) 文章やド発問形式がむすもかかしいと，読解.j]，その他の教科に影響され

易いから，j1:数の学.jJが正し〈測定されな(なる可能性がよき〈なるので，信

頼性が低〈なる。

また，このことは，測ろうとするものが測られなくなる結果になり易いから

安当性にも欠りることになる。

(¥)) テス トの実施方法や，採点規準が明かにされていないと，検査実施者の

主観によって，左右される点が大き〈なるから，客観性に欠げる こと に完了、る・の

で，集施」ヲ法や，採点規準を:'，はっきりと規定してお〈必要がある。

Q.<r学カ検査が，'0:当性や信頼性のあるものであっても，実施に多〈の口時

や労力を要するものでdうれば，それだけ効率の低いものとなるから守，比較的，

手軽に，まTこ，経質問にもあまり負担がかからないようなものとすることがの

ぞましい。このことは，学.j)検査の問題数や，災胞時間に関係して〈る。

3. 1. 3 問題作成の組織ー

この学力検査は，主として， 当教育研究所の事業担当立任者によってすすめ

られ?こが，計画原案に対する審鵠や検査問題作成などの重要な段階では，多 t

の人々の協力を得fこ。

また，金所長は，問題作成の過程，標準化のための本テストの実施，及び，

結 果の審議など，訓査のすべての過程に参加し7二。
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問題作成の組識は，つぎの通りである。

問題作成委員

5 ，.6年共通用学力検査の作成と同時に，小学校3年用，中

学校 1 年月~， 2年.m各学年別学力検査を作成しに。これらの問題原案をデ
iIt 

小学校4，

作成しに問題作成委員は，つぎの通りである。

6年共通用学力検査問題作成委員

(新潟中央高等学校教諭〉

(新潟大学附属新潟中学校教諭)

(新潟大学附属新潟小学校教諭〕

5 ， 0印は，小学校 4，

良

ヨ

恵太郎

キ

巻

原市

間

(新潟大学附属高田中学校教諭)

. (新潟大学附属高用小学校教諭)

(新潟大学附属長岡中学校教諭〕

次

範

正

羽二度

瀬

沢

貝

0竹-

沢・宗

(新潟大学附属長岡小学校教諭)

(中蒲原郡茨曾線小学校長〉

(新潟市立新潟小学校教諭〉

(高岡市立大手町小学校教諭〉O~~ 

2.所内で討議にゐ?こったもの

義

衛

三
.
治

A恒

山 友

尾栄

a恒

円

u
，EE
'
 

島

0山

石

0土

イ学

平

第
一
利
省

島

田4x 
芳

成

日 7m儀 一 部

雄

平

回

原

→-w 

北

板谷越陽 吉

武藤 惇

長谷川 敏雄 竹

3.事業担当責任者

藤llit 作英島

， 

1~ 

平

誌

刺

省

島

田

竹
牧

4.本調査のため出張したもの

芳

成平

日告li犠一 郎

作
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雄回

原

島民

→4 

I-J 

ヰじ

板谷越腸吉

武藤 惇

長谷川敏 雄

萩 原清助

5.報告書執筆者

武藤 惇



3.2. 問題作成の経過概要

問題作成が計画され，報告書として，

は，つぎの通りである。

昭和 26年

4月上旬 l 算数学カ検査作成についての諸準備及び基礎調査

5月中旬 算数学カ検査作成についての第一次計画案作成

7月上旬 算数学カ検査作成についての第二次計画案作成

9月上旬 第一回問題作成委員会開催

9月下旬 問題作成委員よ b試作問題到着

. 10月上旬 第二回問題作成委員会開催

10月16日 小島，武藤，長谷川三所員第一次予備テスト実方闘交に出向き，

実施につき釘合せ

10月中旬 第一次予備テストの実施

10月下旬--11月中旬 第一次予備テストの結果を処理し，第二次予備テ

ストの問題作成

11月上旬 館本調査計画

11月28日 小島，武藤，長谷川三所員第二次予備テスト実施校に出向き，

実施につき打合せ

11月29日-30日 第乙次予備テストの実施

12月上旬 第二次予備テスト の結果を処理し，第三次予備テスト の問題

作成

12月上旬 標本学校の抽出完了

学校に児童生徒名簿の依頼

12月18日 小島，武時間所員，第三次予備ラスト実施授に出向き，実施

につき打合せ

12月下旬 第三次予備テストの実施と ぞの結果を処理して，本:Tストの

問題の作成

本テスト問題の印刷
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昭和 27年

1月上旬 標本学校よ b児童生徒名簿到着

本テス ト問題印刷完了

標本児童生徒の抽出完了

1月中旬 本テストの実施

2月上旬 本テスト実施の検査用紙研究所に到着完了

2月中旬 本テス トの結果処理若手

3 ):)中旬 本テス トの結果処理完了

学カ検査の手引完成

10月17日 当教育砂碗所研究発表大会iこ結果の報告

昭和 28年

3 j;J下旬 報告主勾字成完了

、民

r 
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〆

第 企章問題の作成

4. 1.基 礎調 査

干の学力検査を作成するにあたって，基礎調査として，つぎのことがなされ

?こ。

0 テス トに関する理論的研究

0学習指導要領による非数要素の分析と，各種検定数科替の分析研究

O テストに関する資料蒐集

4.2. 問題作成委員会の開催

基礎調査の結果に 色とすやて，二百の問題作成委員会を開催し，予備芳スト

実施のための試作問題{e訣定した。

4.2. 1.第ー回問題作成委員会

昭和26年 9月7日，第一問問題作成委員会をひらいた。与の会議で，問題作

成の基本方針について討議し，具体的な打合せをした。

各委員は，問題選定基準にもとすもいて，試作問題を作成し， これを勤務校で

笑験し， その結果もみわせて報告してj色らった。問題数は，計非， so題，理解

応用問題とし，各学年別には，4年， 5年， 6年は均等の問題数， 3年以下10

Miiを凡その目安とした。

4.2.2. 第=回問題作成委員会

第一回問題作成委員会開催後，各委員から発送された詩作問題を s 整理分類

し，不足の分は補充して，・第二回問題作成委員会にかける問題の原案全作成し

Tこ。

第二回問題作成委員会は，昭希126!plO月8日開催された。ここで，原案の問
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題，一つ一つについて，いろいろな角度から吟味検討し，第一次予備テスト実

施の問題探索ができ上つに。

この問題については，研究所で，問題の配列や，凡その検査時l均等をきめ

た。 問題の配列は ， 論理的系統的な而と ， 児童のむ理的発達段階を考J.~し1:。

4. 3. 第一次試作問題

でき上った，第一次試作問題は，つぎのように構成されfこ。

第 4.1表

(イ)計

第 一次試 作問題 構 成表

拡

問 .題

20 i よ せ

2 v' 

3 灯、

を
一
け
一
り

3草

4 わ

5 そ の

(ロ)理解応 j日

問 題 題 数 l検定時間

;:;..‘， ー の 14 30分-40分

そ の 2 16 30分，.....40分

1 て の 3 13 30分ー40分

そ の 4 13 30分-40分

毎一次試作問題の問題数は，本テストで予想される問題数の凡そ1.5併でゐ

言一次試作問題は，つぎの通りでめ透。
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第 -J欠試作問題

計 算 よ 寸占ド 算. ， 
① 76 

① 40+70 =仁プ|十 8

にこ|

① 295 十 8 = ! |
@ 43 

+54 

亡二l

⑤ 5 9 @ 467 
十 83 + 5 4 

亡=1 仁二二|

⑦ 246 ③ 1 ~r 6 
+324 +155 

1_ 1 仁二二i

③ 3658 ⑮ 425676 
+ 1 739 + 58716 

⑪ 8 1 207 
⑫ 4829+123+3201=にコ567 1 8 

+94568 

⑬ 3 -2 口 ⑪ 3 1 口
一 ←ー.-一一一 4 一1 一6 = 一 一 一7 ' '7 口 ロ

⑮ 2 4 []一一口口
⑬ 5 _ 2 口

3+E:= 5'9で 27=口口

@J 4，8 + 3.5 =にコ ⑬ 
十 5.4=仁コ

⑬ O. 8 1 +0. 6 2十 10+1.9=己二l

…一
一
一

ー - 12-



E ひ き 算 (15分〉
-・.

① 3 J ② 98 
- 8 -35 

亡ごi 亡二|

@ 753 
④ 55 

4 -27 

仁二i
@ 397 

⑤ 800 
-342 

- 59 

「一一l

的 706 @ 425 -578 
- 162 一一

に二ゴ に二コ
@ 3 3 6 2 ⑬ 4002 一1838 - 1508 

/ @ 32564 
@ 5864-935-3845 =亡二!一18 706 

⑬9 7 口 ⑬ 
I I 口

13 -百=一一 2 - 3=寸ロ

⑮ 
i 3 口 ⑮ 

I _ 1 口
15 - .5 =ーー 6.-:" - 3"";'" =ーーロ 12 - J 4 口

⑪l. {I 2 - 0.4 1 =に二!⑬ !5. 1 - 3.62 =にコ
⑫ 

一13.5 - 6.24 =仁二l⑫ n
T

一

0

5
一

q
J
4
・-

時

一
nu
a
u
一

1

・一一! 博会!
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.. 皿そ の 他 C8分) • 

〆
① 1 一一一一I

す刷、数では !一一一l時る
② 

10 =吾7 

① 
口
一口

④ 4x3-673 =にコ0.3 7 

@ 20一 山 7)+8 = 1三| (6) 2:4 =口:2

⑦ 3 2 ③ 
3 : 8 =旦:一 = 3 ・口

5 5 円

③ 0.65 =口%

⑮ J 5 
5) 78 

5 
28 
25 

3 

この計算の答が正しいか， どうか，たしかめるにはどうすればよいでし ょう。下め日i

(0)刊のちもで正しいものにOをつけなさいs

間 5 x 15=75 (ロ，) 5 x 1 5 斗 3 = 78 

判 5x l?-3=72
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IV か

コ
己

@ 76 
x 4 

仁二l

⑦ 85 
x63 

@ 856 
x 27 

仁二コ

⑪ 56 1 
><385 

仁二コ

nu

-

n
u
n
u
一

。。n
y
-

5

2
一

X

一

⑬
 

!二二二二i

⑮ 67X8X25 =1二l

⑫安門

すx4 =口言

り 算 (20分〉

① 30 x 10 = ，-一|

、④ 43
x 2 

一一
円一
にコ

⑤ 12.3 
x 3 

亡二コ

⑬ 203 
x 45 

に二コ

⑫ 385 
X406 

亡二ご|

⑮ 304 ( 
X 2 705 

亡二二コ

⑬丘 ・「
'̂ X 2 =よニ

y 口

⑬ ヲ門
3会x4 =口舌

@) O. 7 8 X ( 0 0 =巳@)2:64 X 5 =口
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(' 

V わ り .算 (20王手〉

① 60 -;- 5 =亡三|

⑤ 200+10=仁コ

@ |二 ，....，二|

⑦ 仁二|口

③ 仁コ 口

⑪ 亡二1....1三|

口一口
q
4
 

2
-3
 

⑬
 

⑮ 1 門

1 2す-+-5 =口言

@ に二|

② 63 + 9 =仁二l

④ |二|口

⑮ 小数第三位を四捨五入しなさ ⑮ 小数第一位まで計算し余りがあった

@ |二|亡|
6)6 1 2 

③ 口 口
36)288 

⑬ 仁 コ口
208)4784 

⑫ 
1 . 1 亡|

23)1094 

⑪.， n 
~- + 7 = ー=ニ『
4 口

⑮ 2.8 -1- 4 =仁コ

⑬ |二l

い。 ー らかきなさい。

仁コ |二 1..../二1
34)百 -.5-- 19)す-7-

ー.16ー



、 ¥

理 解応 用 その (50分-40分〉

@はる子さんは50円もってノートをかいにいきました。 ノートは36円でした。まだ，

いくらのこっているでしょう。

①まさおくんの家では，ノートをしいれましたが，一冊17同日銭でした。このノート

を-fffiにつき2円50銭をもうけようと思うのです。 うりねをいくらにしたらよいで

しょう。

答卜J 円!
@下の線のながさは，ど‘れだけですか。一番ちかいと思う答をOで，かこんでくださ

L、。

12cm IOcm 6cm 4cm 8 Cl1l 

④ このグラフは，わなげをしたときのせいせきです。 まさお〈んはなんかいいれたで

しよ るp

答 1. か~ ， I 

これは守〈何万何千人といったらよいでしょう。

これは，よしおくん。のこづ‘かL、帳です。 5日に 120円のグレオゾをかいました。よ

しおくんにかわってJそれをこづかい!慢にかきいれてください。

-17-
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月 と iI~ ら

8 . 1 おとろさん泊三ら

8.2 きしゃちん

8.4 おかあさんから

8.5 グレ ・オシ

|E もら:た!っかごた |のこ;り |

m
 

200kmを5時間で走る汽主fiは， 1 時間平均なんキロメートルの速さでしょう o

次の口のなかに，ちょうどよい数をいれなさい。

げ)仰は100仇まり「ー|とlが「ーiで比

例問主ヤiI一一!と市が _jで仏

たて 9m，ょこ 7mの教室の面積はa なゐ平方メートんでしょう。

• 
「紙を I人に2枚ずっきO人にわけてやったら， 20枚のごりました。

ん枚あったのでしょう。」 この問題をと〈に，どんな式をたてたらよいでしょう。

まさおくんとはる子さんは，ねえさんと畑の奪取りをしました。おおんくは÷

尚子さんは÷，のこりを，ねえさんがしました。ねえさんf"i.C':nti崎をとった

でしょう。

日の丸のはたの，たてとよこの長さの比は 2: 3・です。たてを80cmにしたら.よこ

はどれだけにしたらよいでしょう。

-18-



しよちゅうのはいっているびんが2木おります。一つには 18dl，もう一つのびんに

は 12dlあります。 両方がおなじになるよ 5にするには，多い方から少ない方へどれ

だけ，いれたらよいでしょう。

その 2 (30分-40分〉

①かぜをひいたので体温針ではかったら図のようになりました。何度何分でしょう』

答| 度 分 |

付制ウ明間仲引市岬~ ) 

@ まきおくんたちは，紅白にわかれて野球φしあい生しました。 自の五回せんは何点

でしょう。

@はる子さんは，学後のこうぱいで8円50銭のノート3さっと， 6円のえんぴつ 5;;fi::

かいましたd みんなでいくらでしょう。

円， 

①下のl直線上の的例がおらわず数を に二lのなかにかきいれなさい。

Lイ )制

白JI~ 中分数
えんぴつが3ダースあります。これを6人にわけたいとおもいます。 1人なん本ず

つわけたらよいでしょう。

- 19-
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はるこさんより，どれだけたかいでしょう。

@ まさおくんのせいのたかさは!2B.7cm，はる子さんは !!6.5cmです。まきおくんは，

答

.⑦ まさおくんの組と，はな子さんの組が.ころどうにあつまりました。みんなで87人

です。一つのいオに4人ずっこしかけると，いすはいくついるでしょろ。

答「一一「
③ 。うぎの 巴=1のなかに，ちょろどよい数をいれなさい。

Om= n km ロ) 0叫 =I I g 

伺時「一i震

， . 

門 l升目 |約 ι! 
⑨ あさrら者はiOOmを 160歩で歩きます。学校から役場までi70歩ありました。 これは

およそなん百 メー トルでしょう。

答
m
 、

⑮ーみち子さんの兄さんは昭和10年 5月20日の生れです。昭和26年[[月30日で稿なん才

となんか月になりますか。

寸
配

i
才

⑪直方体には，聞がいくつありますかb

答

ー -20-



⑬ 

⑬ 

この方形グラブは，けるお君の語訳の土地をあらわしたもので，全体で'5000m2 e!&り

ます。田の面積はい〈らでしょろ。

一，.，一一?一..~._-"!---t---f - 一 -~--.t---t--

H・ 4トー -1--- ・ --・+・ー--1・・・・骨・・-~ーー令ーー，ー

-i-j.-Li--j..i-i.惣-i-一+ー'十一ト・・+・・・・ト・・+・ーす・一1--'1---

: : m : ! I ! ; : 
-ー.t---t._-t._-t---1"ー司十ーー7・-''1・ーー?ーーー

・・ー十・，←.-←--←・・+・ートー十__.ー→

・寸ー・7・ーナー十一十一十→ ___..L...__←一

一『ト・ー←ー・すー→一ー←-+_.ー←一ー+一寸ーーー

一 十マ一t--r-ー-+ム-r一一川正一?一

._oj・・ ・ ...-ーー+ーー-~---寸・ー-1-'・ー+ーーーヰーー. .---

答

1200さつのノートをA. Bの二校でわけるにA佼は人数が多いのでB校の 2f脅とる

ことになりました。 B校はなん悩になりますか。

答

• 

その 3 (30分-40分〉

①ふみ子さんのまちのλ口は，四万五千六百三人です。これを数字にかきなさい。

@ 

@ 

よし子さんの組は.3年生のときラ1人でしたがi

いりました。いく人になったでしょう。

答

3人よそへいきあたらしく 2人は

窓、

~さおくんたちの組9人のうち 2人はろうかを，のこりの 7人が49のつくえをふき

ます。 l人がいくつずつふいたらよいでしょう。

2警

- 21'ー



@-まさおくんのお父さんは東京へ今日の午後81時50分の汽車ででかけましたb

は明朝の51時・15分前につくそうです。なん時間なん分かかるでしょう。

@ "{長、ろしくんの翼民は学後からどちらの方向にありま

すか。疋しい答をOでかこみなさい。

東，商，南，北，北東，北西，南東，南西，

@ こうどうに長いすをよこにJO，たてにJ5ならぺま

した・一つのいすに3人かけるとしてなん人分の

せきができたでしょう。

答 1 時間 分 1

す。あといくつはこぺばよいでしょう・。

⑦ えいがを見るので，こうどうへ4人がけのいすをのはとびました。ー生徒は568人で ー

③おばさんのところへ手紙をかいてふうとうに入れ，全部のりでとじました. 目方を. 
はかったら25gでーした。切手をなん円はったらよいでしょう 。

3 
@ 8'ワcmのプムひもを，その4"だけ切って，っかいました。 のこりは何セシチメート

|し ゆるい

ふ号じた手紙

はが き

おうふ〈はがき

ノレあるでLょう。

金
答 [ 円|

;' 

m
 

p
u
 

う。

、⑮ ・たて5cm，ょこ 6cnしたかさ 8cmの直方休の体額け何立方セシチメートルでしょ

-22-
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⑪ ある仕事をするにAの大工は6日かかり， Bの大工は4日かかります。 いまA，B 

二人の大工がいっしょに一日仕事をすると全体の何分のいくらするでしょう。

⑫まさおくんは，縮尺対面の地図で遠足の計簡をたてていますJ 例まで20cm

~りました。じっさいけ何キロメ ー トルあるでしょう。

第

⑬~らいくんの組の生徒 50人について検使をしたら， 32人かい虫のいることがわかり

ました。これは全体のなんパーセY トになるでしょう。

そ の 4 (30分-40分〉 ・

⑦まさおぐんは，子どもぎんこうに 150円五よ金しています。今日50円ちよ金すると

みんなでいくらになるでしょう。

@ふみ子さんのまちの人口は 20406人です。つぎのものはこれをき英字に筈きあらわし

たもので正しいものにOをつけて下さい。

fi).二百十六人 (官)二千四百六人 同二十万四千六人

科 二万四百六人 (ホ)二万四千六人

@ ドツチボーJt..をするので，ろんどちじようにたて10m，ょこ20mの長方形をかきま

した。 まわりの長さはなんメ ートルでしょう。

@お母さんが300円のかいものをするために，さいふのなかのお金をしらペたら100円

さつ2枚" 10円さつ7枚， 5円さつ4枚， 1円さつ4枚ありました。 なん円たらな
， 

-23ー
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いでしょう。

〈島 lぷース刊円の鉛筆を一本ずつ買うと 5円です。

だけやすくなるでしょろ。

答

同t..;'

@みぎの大きい

かたちは，ひ

ず三りの小さい

ましかくのつ

み木のなんば

日L、の大きさで

すか。

⑦つぎのものをはかるにどんなたんいをもちいますか。 m，kg， km， l， a， CID，のち

も，ちょうどよいものを口のなかにかきいれなさい。

ω パケ問料時一 I I 

、 例体 重一一|

¥ 

③ したの図の商績をもとめなさい。
9m 

n
a
 m

 6m  

答

⑨ にいさんと，らきらさんと，いもうととせいくらべをしました。にいさんは I42cm 
、.

-24-



で，いもうとはにいさんより34cmひく<.あきらさんはいもうとより 18cmたかL、。

らきらさんのせいの高さはなんセ Yチメー トルですか.

答 1. cml 

⑩ ζ のグラ 7は，のり子さんの病気のときのものです。何日の何時に一番体獄がでた

か。それは何度何分か。

答|日時度 判

， 司‘

31 

'巴

91得点人数

9 2 

tr.の表は，あきらくんのはんのさんすうの成緩です。

平均点はなん点になりますか。

8 2 

6 

B 秒速25mの風の速さは，時速45krnの汽事の速さのなんばいか。

答 1 ----;1
t 4. 第一次予備ア ス ト

4. 4. ，.テストの実施

日時 昭和26年1Q月16日-20日

場所 新潟市寄居中学校

-25-



司、守

マ中蒲原郡両'"中学校

西蒲原郡坂井輪中学校

新潟市礎小学校

中蒲原郡酒黒小学校

西蒲原郡新通小学校

被験者 中学校一年約 150名

小学校 3.4.5.6年各学年約 150名

所員が各学校に出向いて，実施の方法について，こまかL、打合せをしに。実

施の手引きはつぎの通bでめる。テストの実施はすべ学校に一任し，答案の処

理は，一切，研究所で行つに。まに，この検査と同時に学習していない問題，

検査時間の適否，被験者の理解度の状態と感想及ぴ検査実施者の感想念調査票

によってきき，問題修正の参考資料とした。
， 

0 小学校4.5.6年共通用算数学力検査

作成のための準備アスト実施の手引き

目 的
新潟県教育研究所

l.このテストは新潟県の小学校 4・5・6年共通用算数学力検査を作成する為の準備と

して行うものです。

2.問題は文部省改訂f貨準要領に準拠して2年から 6年までの各学年ーの内容にわたって

いますか~，その点お含みください。

検査実施の注意

1・検査は児主主の疲労しない午前の二勝限 (101l'寺境〉に始めてください。

2.検査時聞は一応e"めましたが，学年により児童の状況に応じて，計算では各種別毎

に5分，理解応用では各種別毎に 10分だけ延長してもよいよ号に巾をもたせまし

た。しかし，のびても示された限界でとどめてください。この間，時閣の適否を観

察していただきたいと思います。

3.検査場としては児童ができるだけ平常のタ岬で十分実力のt.，らわれる場所，したが

って自分の教室がもっとも望ましいと思います。すこし字自に検査場に入れて，お

ちついた状態手~るようにさせておいてください。

-26-



斗.問題の印刷t乙不鮮聞のものがおりますので，鉛鐙をとって響かせる前に，各種別毎

にひと通り読んでやって〈ださい。なお後でも読めない字があったら手を挙げさせ

て教えてやっで〈ださL、。ただし，字句や用語の説明はしないでください。その他

暗示的なことはぜったいに避けるように注意じ之〈ださい。なお、問題の意味がよ

く選解されているかどうかを観察してください。

5.本テス トを突施する場合の言自乃の仕方，限度等は，別紙「児主主への指示Jにかいて
今 ー

ありまずから検査に先だってそれをど覧ください。

6.第!日に計算，第2日に理解応用をやらして〈ださい。

7.児童!こ自分の番号をよくわかるようにしておいて〈ださい。

8.児童に鉛筆2木以上とi筒しずムを用意するようにさせてください。

9 計算用紙は学校で御用意ねがし、ます。

の他

別紙調査表Itとは，番号，氏名，備考〈欠席あるいは事故で受験しなかった等〉

を記入してください。

E 別紙調査表Eには，この準備テスト実施に際して観察し， 気付かれた率直な御

意見ゃをの他の御感想を記入して〈ださい。

E 整理は研究所で一切いたしますから，テスト終了後ただ、らにお送り〈だきし、。

新潟市上所島新潟県教育研究所為て

昭26.10. 16 

児童 への指示

汁算問題3

〈鉛筆2-3;<伝2こ消しプムのほかは机の中へ入れさせる〉

1.これから算数テストの計算についてやります。まちがわぬように，できるだけ速

〈やってくださいa

2，これからやる問題は，小学校六年生の三学期の終りまでのものを含んでいますか

ら， (小学校〉全部できないかもしれまぜんがs やれるだけ，いっしょうけんめ

いやってください。

3.答は，はっきりとかし、てください。仁二!の中にか〈ものと， 0でかこむものと

-27ー



ありますから，まちがわぬようにしてください。

4.計算は記入しなくてもよいから，紙のあいているところ，または先生からいただ

いた計算用意11:にしなさい。

ラ ひとのえのを見てはいけません。

6・問題は番号のj願にJゃるのですが，むずかしいのは後に残して進み，時間があった

らやりなさい.

7:印刷のはっきりしないところや読めない字があったら静かに手をゐげなさい。

えておげます。

8. 問題用紙は2枚為って， 1枚目は，ょせざん (15分)，ひきざん (15分)，その

他 (8分〉 で， 2枚目はa かけざん (20分). わりざん ぐ20分〉になっていま

す@時間はそれぞれきまっているのですが，もっと時間の欲しい人にはあげます

から手をあげなさい。

9. r用意Jで鉛筆を持ち「始めJでかき f止めJで鉛量産を机の右におくのです@

一一静かに検査用紙およひ守十算用紙をくぽる一一(1枚目だけ〉

一一表を出したまま机の上におく

0 番号，名前をかきなさい.

一-8いたかどうかたしかめる

o rょせざんJだけやるのです。

『用声Jー 「始めJ Jなこ空全一 「止めJ

O乙んどは 「ひきざんJです。

(以上のよ比して，問題の l枚目を「その他Jまでやったら， 1枚目、

を集めて約10分休憩し，.次いで2枚目をくばり，悶じ手続きをとる。 1

0その他，かけざん，わりざんについても同機

E理 解応用問題〕

〈事荊の準備は計算の時と同じ〉

1・これから算数テストの浬解応用についてやります.まちがわぬようにできるだけ

速くやってください.

2 ，..， 7 略

8・問題用紙は2枚;t;，さとて， L枚目は，その 1(30分)，その 2 (30分)， 

その3 (30分)，その4 (30分〉になっでいます。も し時間が足り長い時は静か
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に手をあげてくださL、。のばしてあげます。.

9. r用意JでS倍奮を持ち「始めjで書き「止めJで鉛筆を机の右におくのです。

ーー 静かt乙検査用車j.(および計算用品u;をくばる一一(I枚目だけ〉

一一一表を出したまま机の上にお〈

0番号，氏名をかきなさい。

一一審いたかどうかたしかめる

o rその Ij だけやるのです。

「用意」一一ー「始めj 30分 -40分 「止め1・・・・・・5分間休憩

。こんどは 「その2Jです。

(山うにして検査酬の l枚目を「そ初ωのω2Jれ悶や一めて

約仰l吋し 拠川J匂一で

手続きをとる。

ドー
第一次予備テスト調奇襲 学校

| 学習していない問題番号

算|
用|

|・各問勉形式が疋しく理解されているか
度|・誤解等を起していないか

|・その他

ド の倒意見l
F否:~一宮1E重の感想|

検査‘時 聞 の 適 否

4.4.2. テストの目的

第一改予備テスト実施の主な目的はつぎの通bである 0

1個々の問題の難易度を明かにすること。

i既習，去習の問題及び検査時間密検討するとと 。

用語，ー問題内容形式について，その理解度をたしかめること。

:'4.3.結果とその考察

i幾度について問題全体の傾向を概観するにめに，各学年の平均と正答容を

は， 第4.3表の とお bである。

内ヨq，‘
 

、

年



第一次予備テストの成績第 4.3表

-計主告は，ょせ算，ひぎ算，かけ算，わり算各20点，その他10点，計90点満点

・理解応用は56点満点
考

ま?こ，学年別問題別正答率を図示するーと， 第 4.1図のよ うになる。

第一次予備テスト学年平均通過ネ分布図第 4.I図
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加 i去、一一一一一
域 ュ告 ー一
司王 i去 一一一一一ー
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第一次予備テス トの結果によれば， 4年，5年， 6年全体集団の平均通過Z葬

礼，計算で， 45μ，理解応用で34%でゐる。予備テストを実施した三校の平均

6 5 

学カと全県の平均との関係は明かではないが，凡そ，近いも句と考えれば，こ

の予備テストの結果から， 特に，理解応用は，平均的に少しむす'かしかったよ

この点が考慮きれな〈ではならうに思われるから， 問題を修正していく とき，

ない。

つぎに，各学年聞の平均通過率の差は，第4.4表のようになる。

第一次予備テスト学年聞の平均通過牢の差

与日空~I 計
4 年 一 3 年 10悌 II悦

5 年 - 4 年 13 10 

6 年 - 5年 28 17 

7年-6年 3 

-31 -
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この結果から学年間で，平均通過率の，のびの目立ってよい処は，計算，理

解応用とちに ，5年と 6年の聞であれあま bのびのみられなかった処は， 6 

年と中学1年の間である。

したがって，各学年の平均通過率が，比較的，均等に，ひら〈ようにするに

は，.特に， 5年，6年の問題の困難度が適当に修正されるよう に考慮、きれなり

ればならない。このような観点から，次の事項について，調査検討を行し勺問

題修正のてがか bとしに。

・学年毎に，各問題の正答率を求める。

・学年毎に，問題の正答率の分布ーを調べる。

-・問題毎に，正答率が学年の進むにしたがって上昇するかどうかG

.来習の問題の調査

各問題の正答率は，第4.5表のようになる 3 また，一つ一つの問題につい

て，学年の発達をみるにめに，これを?図表化し?こ♂その一部を示すと第4.2図

がえられる。これらの資料から，問題作成の立場，及び， 問題作成土の蛍意点

にのべたことがらを考慮しながら，主として問題の困難度を中心に，問題修正

ぞ行った司?ごとえば，その学年の問題と して，困難度は安当かどうか。また正

答率が，学年の進むに従って，順調にのびているかどうか。

第 4.2図によればs 問題によっては，必昔、しち，学年が進むに従って， JE答

率が高〈なってはいないoこのことについては，次の点を検討し，その原因を

考え?こ。

0 問題の形式と内容

O未習問題の調査

0・検査実施者の感想

0答案による諜答の調資

このような調査かS，第4.2図で，正答率が順調にのびていな〈ても，その

原因が， Tことえば，表習教材であったため，あるいわ，印刷不鮮明のTこめ，な

どと明かに 5れたものは，なお検討することにし，正答率が順調にのびる問題

をえらん1:~0 全体として，六年と中学一年の聞には，けんちょなのぴはみられ

ないように思われた。

司
〆
句

刊
品



第 4.')表

(イ) ~十

第 一 次予備テスト問題正答率

算

平目ゴコl寸:i;設け1151づっ
ι日二|三一・，11 I~日コニ|去一日

よ| ;

法141113
3当当君主

-33-

÷173ζl引す~三
9 1 62.21・72.5167.61 85.21 85.2 

10 1 33.61 30目0131.71 61.11 59.7 

11 1 50.31 58.01 59.21 82.61 80.5 

12 1 28.71 29.31 37.31 68.51 61.7 

τ1-01つ |つおお弓

14 0.7 。01白.01 60.3 

ヨヲi11312
13ヲ|ヨヨヨ主



i 
，，1 q，，~ . %1 q. 寸 刊!枯

94.61" 1 1 1 0 45.0; 71.184.6 

2 1 Oj 1"5.4j 63.4: 859; 859，1 1 2 1 O. 67.31 78.91 88.6 

3 1 Oi 63.51 83.11 91.3: 92.6.: 1 3 1 0: 51.61 68.31 89.9 

深 51 0 87.9i 除 l一5一ー一一ーベ0ii ー一L一2 69.0 8一3一9 

6 1 01 .6.01 68.31 78.71 77.2，1 1 6 1 01 1.01 34.51 66司

7つ)3.0493180.5つ9.;1 17つ .3.051.41.77.9 

8 1 01 83.61 8661 932i 91，91 1 8 1 01 038.71 75.269.1 

9 1 01 2.01 47.21 63.11 58.41 1 9 1 01 01 34.51 79.91 75.8 
法一一一一一 一一一一一|法 一 一一一一 一一一 一一

10 1 01 1.01 58.51 75.1 77.211 1~I_O'_l_:~' 7851 n2 
" 1 II 1 0、 1.0138.91 1$2. q 56.7il 1 1 1 1 01 01 14.81 53・81 564 

12 1 01 1.01 33.81 6"J.4i 59.7，1 1 12 1 01 01 18.31 56.41 52ヲ

一一一一一ーー一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一ー一一一|一一一一|一一一一一一一
13 1 01 1.01 43.71 65.8 ヨ13 1 01 1.01 2.11 68. 1 

lヰ 01 1.023.953.71 49.0:1 1 14 1 01. 01 0.71 67.8 

一 一
60.4' 55.011 I 1号 1 01 01 0.71 29.5 

1.479.01 76.5凶|0~，竺4

。万6350Z76司931 l 69.817012.756メ
0.7 19:511 I~ 01 0|0.722.8 

21.11 50.31 55.7 す1-0 戸
01 4.91 23.2 

34.5J 67.01 66.4
1

20 I01 001 2.8 

何
百
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話~U13年トヤ1 6 年 i中 14誌で613 年 | 叶 51f.16 1:F 
1
>1' 1年

I 説。zd司担当-dZ8
6 

1
必 573 

円

5 1-一
2
一一一

0
一
.7
ー一一

E-5 35.9 
5 一一

7
一

45.6 64.4 

;-1-01~i~I~I~11 1--;01-;:S1~1 38.71 6 1.{5~ 

(め理解応用

高i?134
咋

1
51f.16年|中l年!「主役:131f.!

4宇1
51f.j6年|中l年

1“ E gd
ラ0.01

ザ ー偽
1-1 44.01 70.91 76.11 89.9 87 ラ3.2i58.9: 44.31 88.5 87.[ 

.. 1 
2・ 53.2158.51 75.0769 2 422 

3 8.5 26.6 45.6 63.5 61.2 
一一ー• --_- 一

'1 1 47.5: 70..31 82.41 85目[1 90.5 
そ

4'イ 35.51 19.6 35.8! 50.7 52.4 

一 一 一一一
位) 1 5 I 0; 12.01 29.61 43.9; 49 . .0 4ロ 10.9 

6 1 0: 2.51 21. t! 36.5' 53.6 う 78.91 85.8 81.6 

一一 の 一 一
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071 19.0 

一
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一 一 一 一 一
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一 一

10 。4.4 14白8 30.4 37.4 

一
11 0.7 4.4 13.4 35.1 53.7 
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第 4.2図 第一次予備テスト問題別正答率図表の一部

%Iょせ算 (ワ) %lょせ算 (17) 

jf_竺
主主 dν 

トト一ー一-→d 

1 ~H 
L.._ー学年利

5 O 7 

-36ー
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( 5 ) 

%理解点、用その3(Cj)

zl : 

J11JJ乙;
登 ~~l : : 1: 
率二l : :1; 

ヒw，d
4. 5. 第二次試作問題

%理解応用そのI(ι) 

qO 

80 
' i エニn

60 

芸:30

f事 20ー

ト ム/
--:7l 

:/ 
唖

: 
... 

ヒ13
学年別

: : . . 

. 
一σ7  

% 理解j応用寸のぷ (5)

∞ 
τ /JOI 
玄 30

1

' 1‘ h 

J 十;;
: _#〆:

r .O'-j 
」→学年巧Jj

. 

:A 
/!  

A 

第一次予備テストで修正されに第二次試作問題の構成は，つぎの通bであ

白る。
第4.6表 第二次試作問題構成表

¥戸界工|問 題誌 i検査時間 |

ょせ算 15・ 10分

計
Z ひき算: 15 10分

3 かけ算 15 13分

算
4 わり算 15 13分

5 _そのイ也 6 6分

理解 その 20 45:93ト

高 そ の 岳 20 45分

まTこ，第二次試作問題は，つぎのようになっに。

-38ー



第二次試作問題

計算: よ せ 算〈 16分〉

l基盤i

(1) 43 
(2) 76 + 5.4 

十 8

に二l i二コ
/ 

(3) 40 + 70 = I (4) 1 46 
+ 155 

L一一|

(5) 467 
(ω 5 9 + 64 

+83 

亡二ご!

(7) 425676 (8) 8 I 207 
十 587 J G 

567 1 8 ) 
+94568 

ω4.8 +3.5 =.1=1  
(10) 6 1 25十 4I十 703=1-1

叫 12. 3 + 5. 42 = I二コ 陶 7時 28舟

+4 45 

時 分 j

同 3 2 口
(凶 3 . 1 口ァ+ア=古 コf+"6 =古】

向 .‘ 
2 . ~ 4 口

5-3+2一5-= 古

-39-



時|
H. ひ き 算 (10分〉

(1) 98 (2) 3 1 
-35 8 

仁_jl に二コ

(3) 55 (4) 3 9 7 
-27 -342 

にコ 1二二二1

(5) 425 (6) 3362 
- 162 -1838 

ヒ二コ 仁二三 l

(7) 32563 (8) 800 
-18704 5 9 

仁二二l

1.62 - 0.41 = ・ (10) 5864-321:"3仰 2=仁 コ

同 3 2 口 間 15.1- 3.62 =仁二i
すーす=口

(ゆ
1 1 口 。。

1 3 口
2-3'=口 6τ ー2す=口一一ー

口

~5) 1 0 lIa' 3 0 ~予
- 6 4.5 

時 ~r 

-40-



聞か

山 7 x 6二仁二l

。)'40 X8=[二コ

(5) 7 6 
X 4 

仁二!

的 85 
x63 

にー|

(9) 561 
x385 

に二二i

ω7.8 .'< I 0 =し_1

陶 4 口
?2T X2 =}口-

05) 
32× 3E口o
5 口

け 算 (13分〉
同 l

(2) 43 
× 2 

仁二I

(4) 
30XIO=仁二i

(6) 3 4 
x 1 2 

(8) 580 0 
x 2 9 0 

~rÐ 6 7 5 
x403 

亡ごコ

(tZ) 2.6 4リ=亡ゴ

(14) 3 
-;;-x 
4 口一口口4

・

-41 -



|盟l
町 わ b 算 (13分〉

臼) 1-8 + 3 =亡コ 位) 2.00+10=仁コ
(3) 仁二1....'二| (4) |一一!...-L=I

G)6 1 2 4) 1 3 1 8 

(5) |二|口 (6) 口口
8)2 72 36)252 

+: 4 =亡コ (8) 仁コロ
21)1104 

(紛 3 口 (10) 4-口
"4-:-・ 7=~ 一13一・ ゐ' 一一 一一

口 仁l

側
1 口

L孟うすーだいにい t...，にゅう

{同小数第 二位を四捨五入しなさい。12τ3 + 5 = 0寸一口一

3 4) 48. 5 

(13) 

口一
(14)わりきれるまで， けいさんしなさい。

1 -' -1 

125)122 

し孟うすう1'!い い

間，}'、数第一位までけいさんし，あまりがあったらかきなさい。

|二l…口

-42-
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V そ
一四一

の 他 〈与分〉

(1) 1 5 

5)78一一
5 
28 
25 
3 

吋u・2ん二7ょ;t"1! 
この計算の答が疋しいか，どうかたしかめるにはどうす .

t:f! 
ればよいでしょう。つぎのなかで孟しいものにOをつけ

なさい。

付) 5X15=75 ~コ~ 5x15-3回 72 料 5x 1 5-1・3=78

(2) ~ 
7 -+- 10 =土土

口
問 20 ー (5+7)=仁コ

(4，) J しよけ も I一一一I (5) 
古川、数では I Iで為る。 x3-6-;-.3=にコ

(0)目 [

8 3=口苛

¥ 

-43一 、



.. 
，. I 

理 解 応 用 ( その1)仰の

〈み仁ん にん

よし子さんの組は50人でしたが， 3人よそへいきji_:，たらしく 2人はいりました。い
Iこん

く人になったでしょう。

このグ・ラフは，わなげをしたとき?のせいせきです。 まさおくんは，なんかいいれた

でしょう。

ー
川
一

いえ さつえん. ~つ

まさおくんの家ではノートなしいれましたが， 1 fHll8円でした。 との/ー トを lllll

えん おも

につき2円もろけようとt思います。うりねをいくらにしたらよいでしょう。

j

町
一

士、‘さずA吋し・ づ なん

ji_:，きらくんは，かぜをひL、たので体調計ではかったらs 図のようになりました。何
どなんぷ

度何分でしょう。

答| ‘度分|

-44-



(5).つぎのものをはかるのにはどん，なたんいをもちいますか。 m，kg， km， 1， a， cm 

のうち，ちよろどよいも 仁ご|のをなかにかきいれなさL、。

品づ 1 1 
パケツの*のかさ・・ ・・・・・・・・・・・I I 

1:いどゅう i一一一一ー- 1

体 重・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・・・I I 

ιt吉んか<tょうぜちょっか・< ，1-( 

侶l下の三角定木で直角はどれですか。また30・の角はどれですか。 ピ二lのなかにも
ど

よ.うどよい字をかきいれなさいe

• 

的

制

、

/ 

300

の角川 | 

ちょっか〈

(1) 直角は

伺

し、

ろ/寸
iJ. 

f， .t うほう昨い めAぜきなん-~.ft ; 

(7) たて 9m， ょこ 7mの長方形のWitおよ何平jj~ ートルでしょ号。

。.m
 

答

ヲ，11" すも

(8)次の口のなかにちょろどよい数をいれなさい。

O.25~ますが2 こと耐: I こ|です。

~1' づおお 急 会 ~~.. ， 

(9) 下の図でみぎの大きいかたちは，ひだりのふさいましかくのつみ示のなんぱいの大

、lv
J
J
h
 

答

-45 -"-

きさですか。

j

⑦
 



• 
まもどんこう へ に九 なんぜAt:.rAぴ引くにん

附 まさおくんの町の人口は5197人です。 、これはおよそ何千何百人といったらよいでL

よろ。

d 
t，土う えん

(11) ζれは，よしおくんのこづかい恨です。 5日に 110円のグレオンをかいましたc よ
ちよう

しお〈んにかわって，それをこづかい帳にかきいれてください。

おとうさんから、
1ト 2 きし弔ちん

1]， 5 おかあさんから

! l. 5 

えん I垂ん えん ゅん

ー(均 I〆ース48円のえんびつを 1;本ずっかちと 5円です。 1〆ースかうと 1;本について

どれだけやすくなるでしょろ。

" なん
帥 t:Ocmのひもをその÷だけっかいました。何セYチメー トノレつ治めたでbょう。

ぜいぜ寺 てん tん "t /_ 

制 さんすうのテストを5直.行ったときのまさおくんの成績は， 9点， ・8点 9点. 8 

"tん てん ~~・~ _̂ f~h.，(ん
点， 6点でした。平I均すると何点でしょう。

-- じ ぷ ん r .1:ん 、 t 
a5) まさおくんはきのう午後8崎50分にねて，けさ 61時30分におきました。ねていた待

かんなAt f$./1.~ん

聞は例i時何分になるでしょう。

答 時

-46- '" 



a6) 
医うけい いえ kち "" ，ちんぜ寺ぜんtい

この方形グラ 7はs はるおくんの家の土地をあらわしたものです。田の面積は全体
なん

の何%になるでしょ う。

日引い....+・......一-..一ー十一 -1 ---- ~ ・ p ・ f 一 十一

一-ぃ一~---...・ー+ー - --1一 一寸ー・ヲー-，ー ・ <-一

: : : : : I :畑!
.一--+--一--寸t---
i;百 :: I : : : 

一γ一?一?一"---i・ーt--・:---;・・・1・ー

・ーー+ーー+一-←一+ーー+ー--.---十一ーー斗ーー

一←--'t-一+一→--- ~-一十--+…←・寸 一

一←--←一十一ー+ーー+一~・ー・トー十一←-

--n寸-e-1-てー;心ff・--r本一γ
ーの --~ーー t----fー ー 守一吋ー・+ー・+ー→ー・
4也 l i j j iii i 

公E
日

ぴ止うそ( 1>‘ぜ 11宇 どを《 壱しゃ

側秒速25mの風め速さは，時速48kmの汽車の速さのなんぱいでしょう。

答 ifi" I 
しゅ〈し弔( I ちゃ えんそ< t {'c曹ち

側 まきおくんは縞戸一二ーの地凶で遠足のけいかくをたててい~.す。同自宅静也まで20cm
'5∞00 

t.A. 
ありました。じっさいは何キロメートルあるでしょう。

答

|一一一竺l
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理解応用(その2) 仰 の

'" 

と えん ・ えんほん

(1) はる子さんは30円もっています。 20円のえ本をかう と，まだL、くらのこっているこ

‘とになるでし ょう。

はこ 仁んおな

(2) 8こはってhるキ"¥'ラメノレの箱が3つあります。これを4人で同じようにわけると

l人L、くつになるでしょう。

Vf:ひょう あかしろ 申 壱 弓 (.~ 

(3) 下の表はまさおくんたちが，赤自にわかれて野球のしおいをしたせいせきです。自
かU なんてん

は5回せんまでに何点になるでしょう。

t:か
仏) まきおくんのせいの高さは128，8cm，はる子さんは116.5cmです。まきお〈んははる

子さんよりどれだけたかいでし ょう。

m
 

作・、

えんぜん ほん

'(5) はる子さんは8円ラ口銭のノート3さっと， 6円のえんぴつを 5本かいました。 みん

なでいくらでしょう。

円

どかんはし寺L申 Eかん-~・4聖人なん はや

(6) 200km宏 5f時間で走る汽E容は l時間平均何キロメートルの速さでし ょう 。.

答

-48-



いえがっこう

(7) ひろしくんの家ほ学校からどち
指うこう

らの方向にありま寸か。つぎの
1;ft こ士た

正しい答をOでかこみなさい。

十

北東，北西，南東，南西

ひ
ろ
し
〈
ん
窃
錨

局
じ
‘
乙

R
H
E

(8) にいさんと，あきらくんと，いもうととせい〈らぺをしました。 にいさんは142cm 

いもうとは，にいさんより31cmひく しあきらくんはいもうとより 18cmたかい。あ
7ニか なん

~-らくんのせいの高さは何セYチメ ー トノレでしょう

tJ'ょう号 、司も l士んt;~.おん なんどなん-"

(町下のグラフは，のり子さんの病気のときのものです。 一番体温のでたのは何度何分

だったでLょう。

度

5 6 7 8 9 10 

午前午推午前午推午前午後 午前とF維午荊午後 午前午後|

ワ:1113:マ寸・1113:'17・1113・77d1f3:7 7: 1113: 7 '7:1113: 7 
42 

41' 

40 

39 

3g 一一 ‘

3i 

. 
. : . . n f ' z 
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にんひと f にん

(的 87人の人カちひとつのいすに4人ずっこしかけると，ーいすはいくついるでしょう

、、

ひまる ながひ

日の丸のはたのたてとよことの長さの比は 2 : 3です。たてを80cm広したら，ま
なん

は何セYチメートルにしたらよいでしょ?. 

答

匁E
ι弓

同

つぎの 亡 |のな肌，ちょ 5どよぷ品、れてください。

IBdl = Iι| つ一
帥

(吋的

も主〈陸 うす二~. すこい常警 なんりつl圭う
たて5cm，ょこ 6cm，たかさ 8cmの直方体の積体は何立方センチメ ートルでしょ

答

Lょうわ ヲ

みち子さんは，昭和15年5月20自に生まれました。

か月になりますか。

う。

附

A
M
 

l
 
(
 

才

11t:1t <曹と ー ぜん1:.・
まさおくんとはる子さんはねえさんと焔の草取りーをしました。。まきおくんは全体の

fニいな10.)1.ん
÷， M 子さんは÷，のこりをねえさんがとりました。ねえさん時休の附

のいっとったでし占号。

答

間

It 司~.o 事fっこう I‘ 
ω) らきらくんは10歩で6m歩きます。ろちから学校まで820義弘りました。

がつ二う なん;

学校までおよそ何百メート /v'でしょろ。

生堂
"" 

答
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、.

ちょ〈肱;1:.、めん

開直方体には留がいくつありますか。

阪あきらくんの誼の主建5d;ぐのうち・かJELいるもの治沼人いることがわかりまし
ちゅう ぜんtい なι

た。かい虫のいるものは全体の何パーセシトになるでしょ うe

%i 

tがみ めかずニ 壱つ"( ~んえん
目 まきおくんは手紙をだしピいきまLた・ 目方は25gーです。切手をイ11)円はったらよい

でしょう。

種しゆる類い 民町 '1'1: り料ょう舎金ん
方

t がみ
手 紙 20gまでごとに 10円

はがき
'・

5円

/ 
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4. 6. 第二次予備:7スト

4. S. 1.テヌトの実施

日時 昭和26年11月28日-30日

揚 所 新津市第一中主学校

西蒲原郡漆山中学校

北蒲原郡濁)11中学校

新樟市第一小学校

西蒲原郡漆山小学校

北蒲原郡濁)11小学校

被験者 中学校l.fJ三約 150名

小学校3.4ふ6.年各学年 約 150名

所員が各学校に出向いて， 実施の方法について，こまかい打合せをやり ，実

施は， 各学校に任せた。まに，実施には第一次予備テス トのときと同様に，実

施の手引きを?作成して実施条件をそろえるようにしたロまに，答案色第一次予

備テス トのときと同様に，一切，研究所で処理した。調査票も，まえと同様で

める。

4. S.2. テストの目的

第二次予備テスト実施の主な目的は，つぎの通りである 0

・第一次予備テス トと同様の事項

・テストの妥当性の検定

・テストの溢応性の検定

.テス トの信鎖性の検定

4. S. 3. 結果とその考察

第二次予備アス トの結果は，第4.7表のようになる。
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第4.7表 第二次予備タスト の成績

:i時i岡崎排出
人~I 4.61 :3世013時0 .q6 世2l 輔 I ~~輔

3 1 16Ol 4.61 301 4.6j 301 1.01 '71 0.3¥ 2i 0.01 6110.5， [61 4.91 12 

[8.21 28 4 1 1561 6.81 451 6.11 411 3.61 241 1.51 101 0.21 3: 18.21 281 8.91 22 
一一一一一一一一一 一一

61631a36997EJ5111f164L2竺43 60 仰1.4118' 34.2 52即 39

7 ー一一15一0一10一7ーー71ー10一31 631 9.71 641 7.3一4ー~i-==I~I';:ー5「1 一6令 20.5 ーー51 
合4.5・6計年 1741 8.5J 56; 7.7j 51: 6.41 431 3.7j 251 0.71 ?i 21・6，371'2.91 32 

備 計算は，ょせ算ひき算カけ算，わり算各15応叫6点計“点満点i
l 考 ・理解、応用は40点満点

学年別，問題別正答率を図示すると，第4.3図のよう になる。

平
調

室
千

第4.3図 第二次予備テス ト学年平均通過率の分宿図

(イ)計埠 (D) 玉史南平fifu、府

% 
ワ 70% 「

も 60 

40 

3 

2 

10 

/ 
オ/

iE 

~ 

企一一一」一一 ピJ456 7 ピ3 4 5 
考与v'l

ゐワ

第二次予備テス トの結果からみると， .4，5， G年集問の平均通過率は，計算

37%，理解応用で32%であるから ，問題は全体としてまだむ争点、しいように
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考えられる。

各学年間の平均通過率の差は，第 4.8 表の通りで，・ 計~"):では殆んど等間隔に

ひらいていることがわかるが，理解応別では.5年と 6年の聞のひらきが小さ

い。

事g4.8事長 第二次予備テスト学年間の平均通過率の差

L戸土|計
4 年~3 年 12 11:'， 10 % 

M 

5 年-4年 12 13 
〆

6 年，.....5 年 12 4 

7年- 6 年 12 12 

0妥当性

.この学カ検査の難易度は。問題作成上の立場。 の項でのべであるように.4 

~・. 5 ~手. 6年金集団に対して平均通過率が凡そ50%程度となり，各学年の平

均通過率は，できるだり等間隔にひら〈ようにしたいと考えに。ま?こ，この学

カ検査によって上位群，中性群，下位群のいすもれをもよく弁別されるように，

4年， 5年， 6年金集団について得E気分布曲線は，できるだけ正規分布に近い

.ものになるようにしTこいと考えに。

第二次予備テス トの結果，得点分布は第4.9茨のようになり ，これを図示し

て第4.4図がえられる。この得点分布市l観は， JF‘現分イ日に近いものにはならな

いが，この結果を検討して問題ぞ修正するようにしfこ白

この曲線からも，特に理解J応用は問題を少し易しくしなくてはならないこと

がわかる。
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第 4.9表 ・ 第二次予備テ'スト得点分布表

{イ )計算

得¥点~学H年川 3 年 4 年 5 年 .6 年 7 年 4.5.6王手合計

突数|μ 判 % 実数1%

0-6 37 23.0! 16
1 

/0.4 8 5.4 7 4.4 2 1.4 31 6.7 

一 一
7-12 66 41.0 19 12.3 11 7.4 10 6.1 5 3.4 40 8.7 

13-18 48 29.8i 36: 23.4 61 3.81 2 1.4 601 13.0 

19-2ヰ 10 6.21 521 33.8 12.2 171 10.71 5 3.4 

一一一
25-30 271 17.5 18.9 18! 11.31 7 4.7 15.8 

一 一
31-36 31 20.9 19 11.91 20 13.5 54 11.7 

37'-42 29 19.6 29 18.2， 25 16.8 58 12.6 

43-48 31 195 27 18.2 36 7.8 

一 一 一 一
45-54 16 10.1 34 23.0 16 3.5 

‘ 
一

5.5-60 r 6 3.8 12 8.1 6 1.3 

」一一ー 一
61-66 9 6目 l 。0.0 

一 一 一
合計 161 154 148 

ゴ
148 47.4 

平 均 10.5 18.2 26.6 42.5 24.6 

標準偏差 5.1 7.5 11.0 12.8 14.6 
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l限沢!同ギ戸l医μ山|μ伝U!医正剖l正示[r 手
:: : (主4出去当三吋lに日ti[司剖1三苛ドはは|Ji日::::::;:! ; :;: 

l::二:::二::::;:i:fl午三6Jl1ミ1耳主lk巴::|副三ff主主::::l仁岡f4|1計t;::::( ;::::! 

= 二|111 1ミイ主召1巴凹43ι|::』|1百Jζ4| ;す|ζ 

三-H-I44〈I44144」
ー l

三|土U二ト11jf1171Jlf 
ElE|二|王|三|コ三口旧三7
詞141-J1イ11一日-
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第4.4図 第二次予備テスト得点分布図 (4.5.6年合計〕

{イ} 対 1- (...) ~解応用

13 15' 25 3下 37 43 ¥ ， ， ! I I 
18 24 30 36 42 48 

第4.5図 第二次予備テス ト得点分布図(学年別)

{イ) 計算 (P) 皮角{i/iも~

主v
、、‘ー、、.宅E、k 数

-ーーニー・令。3ワ 43 4 q 55 6' C. 0 5 
"' { ! -， ¥ t I j 
42 4白 54 60 66 I 4 8 

L..i耳4

このテストカt，全体として安当かどう.かをみるのに，近按学年間の平均値の

を椴定してみた。その差が有意でめねば，学年聞の弁別に安当なものと考え

れる。この結果は第4.10表の通りとなって，各近接学年聞の平均値の差はす

にで 1%の危険率で有意と判定される。 したがって，この学カ検査は，この点

勺ま安-当なものと考えられる。
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第4.10表 第二次予備テスト学年問の平均値の差の検定

平均値 の差ZR 計 算 |理解応用

4年-3年 7.7 xx 

5年-4年 8.4 xx 

6年-5年 7.6 XX 

7年-6年 8.3 xx 

但し，各学年の被験者数が相当に大れ、から

彼験者数を nl.向

平均を 吉 1，X， 
標準編差を "/J， ，，/? 

とするとき

J手工享
t>2ならば危険率5%

t>3ならば危険率 1%

でa その差は有意と判定しfこ。

4.0 

5.0 

1.8 

4.8 

xx印は危険寧 1%で有意でめることをあらわす。

xx 

xx 

xx 

xx 

まに，各学校毎に担任教師による算数の評価と第二次矛備テス ト得点との間

の相関係数~求めてみ七。 もし，この学力検査が安当な も のであれば，この相、

関係数は高〈な〈ではならない。

この第4.11表の結果から，この両者の聞の相関係数は各学年を通じて，いす・

れの問題に対してる高いと考えることができる。
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第4.11表 第二次予備テス ト担任教師の算数の評価と

テスト得点との相関係数

冷L4 年

計算問問計算 |理解応用計 算 |理解応用

新津第一ノJ~学校 0.57 0.60 0.67 0.77 0.76 0.60 

主主山小 学 校 0.80 0.65 0.68 0.87 。.79

濁川小 学 校 0.82 0.54 0.81 0.77 0.81 

J 

第4.12表 担任教師の評価と理解広用得点の相関係数 〈霊長山小学校6年〉

r=  
65x52ー(_':3)XCー29)

〆面支52-32〆口TX克二292

.- 59ー

0.79 



つぎに一つ一つの問題について第一次予備アストの時と同様に，正答率のの

びの順調度をしらぺ1:占そして正答率の学年差の願著な問題をえらぶために，

のびの順調でなかった問題については，三矢習教材・かどうか，児童はEのような

諜 hをしているか等をしらべて，その原国営検討しに。

0適応性

学力検査の一つ一つの問題は，弁別性ゐるものでなくてはならなし、。すな

わち，上位群，中位群，下位群の各群間の正答率が顕著なひらきをるっている

ことがのぞましい。

そのため， 4. 5. 6年金集団をその総得点によって上位群，中位群，下位群

三群にわりで各群の正答率金くらべた。

上位群，中位群，下位群の人数の比率は，およそ 1 3. 1とした。まt:， 

与の上位群，下位群分析は各学年特にも考えて検討したが，ここでは省略す忍B

そして，いす忘れについても弁別性のある問題を選定しに。この検定の具体的な

万法は第7章にゆ宇る。

O信頼怜

テストが安定した尺度となるためには，信頼性が高〈 な〈ではならない。こ

の信組度係数に Richardso川 {ueer'sFormula 

r-n  P-npq 
-n-1 ・ S2

但し n 問題数

玄 :平均

52 分散

T 
p =--n一一

q = I-p 

及び折半による自己相関係数 r十・? にプラワシの修正をほどこしT二
信樹皮係数

2r...!!.... . ~ 
r n •n =一ー し J

I +r..!!_...!!_ 
2 2 

を?用いに。計• .n問題は前者の公式を用い，理解応用i立後者の公式会用いた。そ

の結果は第4.14去の通りで¥信頼性の点でる一応満足してよいと考えら抗。
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第4.14表 第二次予備テスト信頼度係激

理解応用

r n •n 

4 年
一
年

0.791 

0.870 5 

4. 7.第三次試作問題

第三次試作問題の構成は，つぎの通bでめる。

第4.15表 第三次詩作問題構成表

事メ工|問題

1.ょせ算 14 8分

計
2.ひき1f. 14 8分

3.かけ算 14 12分

集E
4.わ り算 14 12分

5.そ-の他 4 4分

護 その 17 40分

応 その 2 17 40分
用

まに，試作問題はつまのようになった。
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第三次試作問題

計算

1 ょ せ 算(8分 〉

(1) 斗3
+54 

(勾 76
+ 8 

仁ゴに二二|

制 40+70=仁二| (4) 5 9 
、+83

仁三 |

(5) [ 4 6 (6) 3658 
す .[55 十 [739 

にここ|

(7) 8 120 7 
(創刊十 0.5=亡二|5 6 7.1 8 

+94568 

倒 61 25 + 4 [+ 703 = 1___1 (10) 3 -， 2 口
一7 千. ーf-一一一

ロ

凶 7 時 28~

+4  45 

|二三二二主|

陶 12.3十 5.42 = I .二|

口
一口一一

-一
6+

 

3
一4

(H) ') '" 門

5二+2よ=I I '-' 3 . -5 ~， 口
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/ E ひ 一明
一

き 算(8分〉

(1) 9 8 
-35 

(~ 3 l 
- 8 

に二| 亡二l

.(3) 55 
-27 

にごl

(4) 3 9 7 
-342 

i二二コ

(5) 425 
-162 

(6) 3 3 6 2 
-1838・

に二二i に二二二l

的 苦864-321 -3402 =ヒコ (8) I. 6 2 - I. 4 1. = 1=コ
(ω 800 幽仰 3 2 口

- 59 5 5 口
亡=二|

凶 J0時 30分間 15.8 - 3. 6 2 = 1__1 
- 6 40 1-一一
| 時分|

陶 工ーよ=口 (ω4土3 ー，.z3-門口
2 3 口〕でT

，一回一



阻か

x 6 = 1=コ

間 40 x 3 =仁コ

x 10 =亡コ

(7) 85 
x63 

(9) 2. 6 4 x 5 

凶 56 I 
x 3 8 5 

亡二二l

口一口口A
-X

 

附

-り 算 (12分〉

(2) 43 
x 2 

に二l

(4) 76 
x 4 

仁二|

(6) 34  
X 12 

に二!

(8) 3 1 0 0 
x 2 3 0 

|二二二ヨ

|空l

側 7.8 x・10=ヒゴ

間.. n 
すx2 =言

{ω 。 h

3すx 3 =口昔

'_ 64 _ 



， 

W わ b 集 (1 2分〉 iEl 

“) 18 + 3 .=口 間 200+10 =口

(3) 仁コ仁| (4) 

亡コ口
2546'8 4) I 3 1 8 

(5) 

口口 (6) 仁コ口
6)6 1 2 36)τEτ 

(7) 

亡コ口 (的 2.8+ 4 = J=I 
2 1) 1 1 04 

(9) ョ 門

こら+ 7 e雪 よ_，

4 口

Lょうτうだい い 1.<0 t-由 主

側小数第二位を面捨五天Lなさい.

l二!
7)48.5 

ω会+2 =にコ 。句

己一

しようすー~~. ~ 

(1.j) /J、数~一位まで，けいさんしあ

まりがあったら，かきなさい。

口 ..[二|
1 5)65 

側 I r 
1 2す+5 =口苛
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V そ の 他 (4分〉

τう

つぎの に二|のなかに・ちょろどよい数をかきいれなさい。

3 + [二1=15 

ー (5 + 7) =仁コ

1 5 

ラ)78 
5 
28 
25 

3 

|空i

It~.~んこ士ぇ t:1C
この計算の答が亙しいかどうかたしかめるには，ど1).すればよい"cしょう。

t'1! 
つぎのなかで，正しいものにO吹っけなさい。

間 5 X 15 = 75 ('17) 5 x 15-3=72  

eヲ 5 x 15 十 3 = 78 

ひ

つぎの比の値をかきなさい。

2 =仁コ
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理解-応 用 その 1 (40分〉

一四
一
一

にん

た。いく人になったでしょう。 '

〈みにん にん り

臼} よし子さんの飢I"j;， 49人でしたが， 3人よそへいき， あたらしく， 2人はいりまし

(2) このグラフは，わなげをしたときのせいせきです。まさおくんは，なんかい，いれ

たでしょう。

吉つ えん

、 (3) まさおくんよ去で札ノートをしいれました。 l冊， 18円でした。このノ 戸トをa

えん おも

i 冊につき， 2円，もうけようと思います。うりねをいくらにしたら主 い でし.よ

号。

答 |首|

km ~ kg α 

7ょtJ'r;:唖 j 1;" ~‘ しずニ なか 7ょで こ?ニえ

体重をはかるときの単位を下の中ヵ、らえらんで" IEしい答をOでかこみなさい。
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ヤえ がっこ 3
(5) ひろしくんの家は，学校から，どち

眠うこう 士べ

らの方向にありますか。つぎの正し
こ 1;~

い答をOでかこみなさい。

者f; I二t. ~与なみ ひがし

北 西南東

にん 0-ι にん
(6) 50人の人が， ひとつのいすに4人ずっとしかけると，いすはいくついるでしょう。

L1ニ づ $，'1，' ちい

作)下の図で，みぎの大きL、かたちけ，ひだりの小さいましかくの，つみ木のなんばい
1>'留

の大きさですか。

⑦ 
司
し，ギ+

E
&& 

唱 なん

(8) 60cmのひもを，そのすだけっかいました。何セYチメートルつかったでしょう。

えん l量ん えん 1吾ん

(紛 lダース4a円のえんぴつを， 1;本ずっかうと 5円です。 1ダースかうと， 1:本につ

いて，どれだけやす〈なるでしょう。

品
円

一

， 

一，68-



帥 O. 2はよがなんこでオか。
10 

ごと 1: l: ..1'ん 'ム ，

伺 まさお〈んは，きのう午後91如こねて， け れ |時30分におきました.ねていた附司
なんtかんなん.1"-_

け何時間何分になるでしょう.

配 備 雰i

もよヲほうけV めん心為 、
(ゆ たて9m，ょこ 7mの長方形の面倒主何平方ムートルでしょう。

ゼャ‘!~ "{_ん 'U. 噌 t

(13) さんすうのテストを， 5 回行った乏きの，まさおくんの成績は 9~. 8点.9ぷ
てん tん

8点，6点でした。
へb・寺ん なんtん

平均すると〈ならずと〉何点でしょう。

処:
Eヨ

.1-; 1:がみ ちょう~んし士ひ止も 島田

ω 圭Jt:た手紙の料金は下の哀の通りです。
めか1; "(がb 各つ"( ftんえん

目方'25gの手紙は.-a手を何円はったらよいでしょう。

め か1; Iりょ j 1;!'I， 
目 方|料'金

… い士一いCょう ι 

20g以上は ， I 0円
20gますごとに |

答 川
田

一
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で
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も

る

け
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フ

し

に

ラ

わ

-
L
M
P

H

グ
ら
い
町
何

け

形

お

μ
の

む
刀
を
川
町
体

川
正
ち
地
刷
会

喝
の
と
土
十
は

こ

の

引

積

なん

よこ付何セシチメー ト/レにしたらよいでしょう。

なが
日の丸のはたの，たてとよことの長さの比は， 2 : 3です。たてを40cmにしたら，

か.

Lゆくし申〈 ち ? なん

縮尺 1: 10000の地図で， 5cmのところのじっさいの，きよりは何メートノレです

、f
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l空l用応解理
(40分〉

は るおん仇 3指もっていけ。
え ん ほん

20内のえ本をかうと，まだいくらのこつで;いることになるでしょう。

その 2

/ 

(1) 

ム絡にlOこはいっている，キャラメルの揺れつらります。キヤラメ崎. 5うごで
i勾

l人いくつになるでしょう。同じようにわけると，

1.. 1二 ひ~ ) -

下の表は，まきお〈んと作干さんが，てんとり杭びをしたときの，せいせれ

ちまさおくんけ，みんなで切てんでしけ .

「 叶答

の
M
下

い

'

さ

か

な

す

み
で

こ

れ

か
ど

で

〈
け

O

ゆ

角

を

よ
鼠
の

も

の

も

昨
木
い

九
九
定
化
札

制
角
土
日

ι
一ニ

5

9

の

の

と

E
字

t主ろL、
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j， ~‘~、んけい

(5) あきらくんは，かぜをひL、たので体温計ではかったら，図のよ 5になりました。
どなん-

度何分でしょう 。

度-

/ luwm~ltll， lt l ll IHl d ll~えU~ljμ， 1 11 ，， 1いt川川川!川ιU山川川i川川山I川山1 1川山IJ♂1円斤守守札札h将札札引問凡品R ，，!川lい川'イ1 "川川" 1 ，，川IJ川?什tILu占2盟里L一 ¥ 
，，-一寸tどJ 可I'TTTj'1T~引T~'I't市附R中附汗附r 司ν:E1いr円z川刈『リlド円川"川川叶a川川叶"叶'11γIlJ，'川一，り川J

ー， えん ー えk ほん

闘 はる子さんは， 15円のノート 3さっと， 6円のえんぴつを5*かいました。みん

でjいくらでしょう。

答

すう
(7) つぎの ピ三二三!のなかに，ちよちどよい数もいれなさい。

行) 4km =亡王| 同 18dl=亡 .Q-I

l'炉
問 にいさんの，せいの高さは122cm，いもうとは， にいさんより 3fcmひくしるきら

〈んは，いもうとより 18cmたかい。
1;か 甘ん

あーきらくんの，せいの高さは，何セyチメ ー トノレでしょ 5。

I . 

まも どんこう にん

(9) まきおくんの町の人口は，5197人です。
なんぜんにん

ー これf~， およそ何千人でしょう。

答 lおよそ 史|
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議講義の}長の絞殺議
一
soo6 

_L.ご

初。
r ..... 

300 

トー

200 
トー一-

~ 「p-ーー『トζ ::::-戸弓ミq。
男持181)q120121121123却

ち孟〈ほう士い めん

ω 直方体には，菌がいくつおりますか。

し

百

で

わ

い

山

例

。

ら
1

そ

を

お

よ

の

hr

を

お

も

わ

一

角

は

う

古

川

明
・

h
川
崎

ゆ

収

却

よ

い

〉
の

ど
利
し
'
し

日
米

J
m
m

で
M
r
t

んの

t

o

た

ち

沼

崎

す

れ

号

約
一
潟
で
く
と
え
の

な
新

7

之
石
冷
答

。
は

ラ

M
万
こ
の

れ

グ

一

い

十

ぎ

こ

た

い
U

何

つ

かこみなさい。

(1) 235万石

村 250万石

附 380万石

(吋 170万石

(斗 ー290万石

しょう。

巴かん 1:し 寺t....， どかんへい九九

陶 200k叱 5時間で走る削品川間平均 ぐならして〉協ロト トノレ認さで

. 
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も よ〈ほうたい 1，~'ぜ~ fsA ~つl垂う
たて5c01，ょこ 6cm，たかさ 8c01のI良方体の体積は何立方セシチメ ー トノレで

しょう。

答 L一一一一l
lょ1:げ 〈芭とり

まさおくんとねいさんと，畑の草取りをしました。

まさおくんはS14拡ゐ会のこりをねえさんがとりました。ねえさん品協綴

のい〈つ，とったでしょう 。

みも乎さんは，持詩52f52302にふれました。有給ぶ詳しlおoYJ新設滋
げつ

か月にな0ますか。

答 l訴手官1

(ð-令~~.~にん にんも事 ヲ

あきらくんの組の生徒列人のうち，30人カ札、虫がいました。
ちゅう ぜAt"・なん

かい虫のいるものf'L全体の何ノマーセシトになるでしょう。
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4. 8.第 三次予 備アス ト

4.8." テストの実 施

日|砕 昭和26年12月18口.

場 所 第二次予備テス ト実施校のうちで，小学校こか校，中学校二

か校をえもんで，第二次予備テス トをE実施しなかっTこ学級で

築施した。

被験者 中学校l年約 100名

小学校 3.4.5.6年各学年 約 100名

但し，計算，理解応用各約so名争つとし?こ。

テストの実施祝日法及ひ・処理の方法は，第一次，第二次の場合と同じでめる。 .

4. 8.2.テストの目的

第三次予備タスト実方包の主な目的は，つぎの通 bでめる 0

・第二次予備アスト と同段の事項

・第二次予備テス ト第三次予備アス ト会比較して， 平均通過率がどの くらい

上昇しているか。

4.8. 3. 結果とその考察

同巳学校において実施しに第二次予備テストの結果と，第三次予備テス トの

結果を比較する と， 第 4.16表のようになる。この表から第二次予備テス トと

第三次予備テス ト の平均通過傘の差を計.~~と理解応用の全体についてみれば，

第4.17表がえられる。
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第4.16表 同じ学校におりる第二次予備テス トと

第三次予備テス トの平均通過率の比較

|盤 解 応 問 計 算
学年三奈別 人員

ー その 11その 21計 加|滅 l乗|除その他|計
，、

1ザ91 1勃0 
唱 961 3% 5 管も

二次 52 15 3'21 35! 8 11 
3 

で 1J三次 51 181 14 16 421 421 9 26 

一 一
二次 51 231 25 24 53: 501 29 33 

4 一一 一
三次 45 42 41 42 52 57 可6 40 

二次 47 37 28 33 64 う9 56 49 
5 

三次 54 38 40 39 61 58 5il 44 45 ラ4

一 一
二 次一 52 43 33 38 74 72 61 50 32 61 

6 一 一
三次 56 45 38 42 74 77 70 56 67 69 

二 次 44 59 53 56 77 73 61 53 40 66 
7 一 一 一

三次 521 69 

33962G副 63426 2 

77 74 72i 581 651 70 

一一 一 一 一 一
二次 1ラ01 34.3 63.7 60.4 45.31 30.81 18.21 47 

4~6 年 一一一一ー一 一一一 一一一一
|三次日 41.6 63.1 64.6 55.91 39.31 51.41 55 

第4.17表 同 じ学校におりる第二次予備テストと

第三次予備テストの平均通過卒の差

二ミヱ¥計

3 年 9% 1% / 

4 年 7 18 
• 

5 年 5 6 

6 年 8 4 

7 年 4 10 

4.5.6年合計 8 10 

第4.16表から明かなように ，どの学年も第三次予備テス トの平均通過率は，

第二次予備ラス トの平均通過卒よりも上-1f.している。

句 - 76-
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4年， 5年， 6年集団では，第三次予備テストの平均通過喜容は，計身で55%

理解広明-U42.%でめって，第二次予備テストの結果よ b色，計算で 8ア6，.理¥f1I(，

応用で10，%上昇 している。これで第三次予備テストの問題は，第二次矛備テス

トの問題より，どの程度容易になったかが明かにされね。

そして，この平均通過率から考える と，計算はやや容易すぎたように思われ-

るし，理解応用はまrこの程度で も若干む十かしいように考えられる。この結

果から全体として困難度の上で，どの程度の修正をほどこすべきかの凡その目

安がえられた。

第4.16表を図示するE第 4.6図がえられる二 第 4.6図(ロ)から，特に 4年の躍

解応用平均通過容がきわ7ごって上昇している点が自につく.。このことtこついて

は調査の結果，この学級では第二次予備テストは実施しなかづ?こが，第二次予

備テスト問題について若干の指導がなされていたことが明かになったので，4 

年理解応用平均適過通事の上昇は，苦に しな〈てもよいと考えに。

第4.6園料同(ホ)付(刊併によれば平均通過率ののぴは，その他の問題でひ じよ

うに大きいことがわかる。

第4.6図 同じ学校における第二次予備テスト と第三次予備テス トの成績比較図
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(ト〉 わリ l~ _ーキ三次

8;; 一一ーす二次

70 

ι。
50 

40 

30 

'10 

L1-，，~，，3 
6 マ

0妥当性

80E 

ワ

b。

5 

40 

30 

20 
尋民

22a幸匂 10 

T 1」 -o9t芳年別3 

(こ1)￥の ie ーーーー司・三'jc
一一一 -サニ;j{

!o 6 ワ

妥当性については，第二次予備テス トの場合と同様に得点分布Itfl線の状態，

担任教師の評価とテス ト得点との相関係数，学年聞の平均値の発(;'!.cを検討して

修正すべき点を修正し?こが，詳細は省時する。

0適応性

適応性について色上位群，下位群分析及び一つ一つの問題について.iE答率の

学年差のd検定等を行って，問題を検討した。

O信頼性

テス ト全体の信頼性を金問題を奇数番目問題群と偶数番目問題群に折半して

両者の相関係数 r号・3-金求めプラワンの修正をおこなって，信頼度係数含

:Rちと 》

この結果は第4.18表のよう に高い信頼度を示している。
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第4.服姿 ー 第三次予備テスト信頼度係数表

¥ 問問
¥ 届別 連解.応淘

l 学 ..，， ~
?5.l0 ~ 

4 年

5 

6 

第4.19表 第三次予備テスト信頼度係数 (6年)

付)理解応用

r D 0 56x 127+12x2 
2 2 νノ克支138亡花主 v克支有吉_22

1.652 
D.n=一一一一一 =0.905 1.826 

一切ー

0.826 

rn.n 

0.899 

0.90ラ





、』

4. 9. 問題の分析

例題によって問題の分析方法をのべよう。

第4.20表 例題，の 問題内容

理解応用その 1 (10 

第一畑作問題 |第二次試作問題| 第三次試作問題 l本テスト問題

まきおくんのお父 まさおくんは昨日 まさおくんはきの 左と同じ.

きんは東京へ今日 午後8時50分にね う午後9時にねて，

午後8時50分の汽 て，けさ 6時30分 けさ 61時30分にお

1lIででかけます。 ?とおきました。ね きました。ねてい

東京ぺは閉謬iJ5時 ていた時聞は何時 武二時聞は何時間何

15分前につくそう 間何分になるでし 分になるで しょ

です。何時間何分 ょう。 う。

かかるでしょう。

第4.21表 例題 の 正答率

二日空~13 年 1 4 年 15 . ~ 1 6 引7
合計

鴨 軸 判

1
輔

3 
9' 鴨

第一次予備テスト 。 l 。 12 5.0 

-第第4=〈二金一芳次一子予予→備備←テア後停スス2〉トト

一 ----司。 。 9 10 21 6.4 

一 一。 。 9 12 51 6.6 

一 一 一 一
第三次予備テス ト 23.1 40.0 46.3 55.3 67.，3 47.8 

一 一 一 一
本 テ ス ト 24.5 38.2 45..3 616 62.9 48.8 
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第4.7図 例題の疋答帝国表
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字

2

正ト
f

い」

，，;r;:.，相互相

匂'!--;'><;(ユ伏P

0難易度

企こoorJ宜!の難易度は'・第 4・21表及び第'4・7図の通 りでめる。この問題の程

B訂正4年......5年と考えられるから第一次予備テストの結果は，4年 1%， 5年'

0%で学)J~会資問題としては不泌当でゐる 。

それで第二次試作問題では，内容会児童の生諮問題にするとといこ数関係で

51除15分前を6時四分に修正した。これでも第二次予備テスト の結果，4年 0

%， 5年9%で，まだ不適当でめる。 第竺次試作問題として 8昨50分を:'9時に

なおして， 4年40%，5年46%， 6年55J~で全体平均では 47・8%がえられた口
問題の難易度は，この程度で大体よかろ うと考えたo

本テストの結巣は第三次予備テス トtこ近いるのがえ られている。

この問題は第三次予備テストで問題の難易度が大体よい処にきているo ぞれ

，この第三次予備テスト白結果について各半年間の正答率の差が有意か e"5 

を検定したoすなわち，この問題同学年の弁別iこ知 かどうてをみようと;

わりである。

検定の方法は，つぎの通 bである。

nI， n2.1 各学年児Z童数

Pl' P2I 各学年正答率

-83 -
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p'= 一一n[十n2

(f = Ip/(亡ぺ士+す)

とする Eき

IPJ-P2! >お ならば p"ぬの差は危険率5%で有意

Ipl-p:l>討ならば P，品の差は危険率 1%で有意

としに。このとき， np. > 5でtちれば， この万法は近似的に有効であると考え

られる 。

例題についで正答者¥諜答者の数は第4.22表の通hである。

例題のlE答者数，諜答者数

民藷寸?|3年14~15 ~ 1 6 年 1 7年 |

、
正 答 者 数

誤 答 者 数

計

E 答 率

近接答学率年の間の
正差

3年， 4年聞の正答率P3，P4の差は有意かどうか

ロ一日
治一の

50 
p' =一-97 

σ= l~~ x妥x(す+す)=0肌

2σ=0.188 

しかるに

P岳ー p:;=O.17

I p.J-P31 <2tr 

したがって，4年と 3年の正答率の差は，この結果からは有意とならない。岡、
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じように計非すると ，他の学年間でも，そ の差は有意とならないことがわか

る3 t") 

このような結果は，標本数が少いためにでできてい?ので各学年聞の正答率

は相当にひらいているから，本テス トでは十分その差が有誌になるものと考え

1:~ 

また s この例題について.1-:位群，下位群分析は，つぎのようでめるD 第三次

予備テ久トの被験者は 4年45名. 5年54名. 6年56名で，各学年毎に被験者を

総得点順にならベ正誤表ft;>作成する と，第4.23表のようになるo

この総観点によって各学年被験者を上位群.rll位群，下位群と わけに。その

比率は凡そ 1: 3 : 1である。この結果は第 4.24表のようになるo1こだし. 4， 

5 .6年合計での上位群，中位群，下位群は合計しに集団について考えているの

で.t:とえば合計集団の上位群の IE答者数は必す・しも 4年. 5年. 6年の上位

群正答者数の和とならない。

第4.23表 例題について被験児童の正誤表

(イ) 6 ~ド
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l裕司!上位…群 i下位判計
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まに第4.24表を図示すると第4.8図となる。

第4.8図例題について上中下位群正答率図表

% 
目。

70 

60 

50 

40 

30 

、
20 

正 10

軍ト

キ 。

ーーーーー-6 年
ーーーーー-s 島抱
一-~-4- 卑ー
ー・ー・ーー4.5.6斗官tト

L #sf i 坪i中立
よー
11<. 
Zヰ

第 4.8図から上，中，下位群間の弁別は明かである。いま 5年の上位群， 下

位群間の正答率の差を検定するとつぎのようになる。検定には組度数のタない

処があるので，が検定~行つfこ。

第4.25表例題l二ついて上位群.下位群.正答者数，誤答者数 (5年〉

‘、

24 

I 24 ¥2 
24><19 ><12-，. X 3 -"::;;:-1 

x~ = ー」一-__ _ ... ， =10.296 
12><12xI0x14 

自由度 Iで pr {x2二三xnく0.01 となるから

-88 -' 



この正答率の差は 5μ有志水準で有志となる。しにがって，この問題は 5年

については上位群，下位群聞の弁別ゐる問題と考えられる。同じように他の学

年について検定すると第4.26表がえられる。標本数が少し、関係があって，ヰ年

?では 5，%有意水準で有意とならない。

第4.26表 例題について上位群，下位群分析表

、ふき竺I4 年

自 由 度

x~ 3.516 10.296 6.000 

p，. {χ2迄xp 0.10くPr<0.05 P.く0.01 0.01くPrく0.02

有 意 性 有意でない 有 意 有 意

この例題について第三ざ次予備テストの結果を分析検討すれば以上のようであ

って，一応満足してよいものと思われる。まに，本テストの結果も満足なこと

が明かにされに。 ーをの詳細はti7主主にゆ守る。

以上と同様な分析を個々め問題についてあ・こない，安当性， 適応性，信一額性

のあることが，予備テス トで検定された問題群で本テスト問題を構成した。

， 

~ 
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4. 1.0. でき上った問題

4. 10. 1. 検査問題の内容

でき上った本テス トの問題の問題内容はつぎのとおりでめる。

第斗.27.表 で き上つに学力検査問題の内谷

川計算

間 題 内 容 問 題 内 容

I I ~ 佼線数上に 2佼数を加える

三司J7τdT2Eコ1T有Tτi宅Z2〈差i寂操酔F操酌酔績位怠是制続数丁勿勿位下下刊か五高五り敏前6ら娼βりりl乏zな回2lな柚面位亜辰問町〉しる数王〉〉Z を引〈

く よりなし〉

2 1l i〈2何佼上十数智〉繰に基上数がをる加〉える
引く s 

| 以何十〉を加式える を引く
3 .〈l桁繰り上がる横 〉

4 I 2C位各桁数に2位繰数りを加える 繰をり引ドくりなし〉とも よがる〉

I ~位数に 3伎数を力γ5 I -(繰り上ったために上る〉
2 5 1 ~繰位数りから 3位回数〉 を引く-Fり l

I ~位繰数りに 4hE位れ数フ を加える
よ 行 上治り 2回〉

I~位数の累iJ{加り3回7. I -(繰り上 4図〉

せ
81|2桁の幣繰小数に I桁式川〉、数を加

討二Iのユ1ゴ議電ぉ4ι(~位真宝る正詰数章也り〈に上尚〈数時がり2位上間ると数が司〉〉えのるる3位検王加)数τ法-を加える
算

121首の位加と末位のそろわない帯小数
法〈横式〉

131泉分母の分約加える

141号分数に異分母の帯分数抗日え
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問 題 内 容 問 題 内 全~

1 1基数に脇をかける 司1I王1干閥詰詰均設で割るなる〉

2 2イ繰セ数りl乙基数をかける 〈何十〉で割る
〈 上がりなし〉

J合 I何十tりこ基上が数をかける

ー7'3コ』l11ll門「C3王《C時各位E位闘請E桁低がが5抱雄と33桁2桁も込強冨数困でで余空で哨り噸吾位きり百れががる亙る〉

〈繰る〉

4 || 〈2〈〈両繰佐0干数のりE吹1上Eこ盗E蓋が璽両基〉る干数〉ヲをかける でる〉

3 5 1 をかける 4 
ある〉

67 ||1l 22〈〈繰位位傑数数り勿に 2位数をかける
数 る

治当 上がなし〉 わ
lこ2伎数をかける る
上がる〉

け
81〈何判的に〈何百何十〉をかけ

るぐOの先盗塁〉 り でな割る〉る

可9!2?有Eの望岨叫宇をかける。となる

3草 帯小数に〈何十〉をかける
算

で割る

II I 3依数叩位数をかける

121分数に基数をかける
」i1231脅5Jf闇幽開量設産とりを2;基m教臓ででる割〉る

13 I 分〈積数、をこ基帯数分数をかにBけZする〉 国lる

14 I帯分散帯に茎分=数数をかける I ~位舵 2位数数数にをで割るぐ積を に直す〉
141 ~(余りが小 なる3

lイ|和と lつの 両面の数枕

う
める

、 lロ|捌のある加
そ
の lベ比の形党変える. 他

2 I除法における験算
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J 

(司理解応用

間 題 内 乍げ丁ヲ 問 題 内 容

-1 1 (問題解決〉 カ 昨 開 1 1 (問題解決〉 悌 一 段 階

表〉 絡グラフの見方 2 I (問題解決〉 鰍二段階

3 1 (問題解決〉 融 一段階 亥〉言探の表より合
を求める

41 (盆観念〉単位の理解 量〉 直角三角形から誼
角を見い出す

5 !c空間観念〉 地図上にお吋る方
イ立の理解 盆〉 休I昆音十の見方

そ
61 (問題解決〉 院郡宇釈

そ
6 1 (問題解決〉乗加攻階 』

7 I (空輸〉 立体の分析 7件観念〉川m v::~前
る

8 1 (問題解決〉 舗の意味 7日I(日齢的l尚 算する

の の

8 1 (問題解決〉 搬 二段階

10.1 (主観念〉小数の意味 9 1 (量的〉 臓の騨

1 I I (問題解決〉時間悌一段階 表〉 折れ線グラ 7の見
方

2 

;!!t) 長方形の面積 II 1 (空間観念〉 直方体の面の数

巾題解決〉平均株める 量〉 時速を求める

務〉 郵便事ヰ金 量:) 直方体の体償

〉 割合から長さを求
める

141 (問題解決〉 分数の波法一段階

表〉 正方形グラフから
面績を求める

151 (問題解決〉 満年令の算出

〉 縮尺の理解 161 (閥解決〉 パートの理解
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4. 10. 2.・でき上った問題

でき上つ?と本7"スト問題は，つぎのとお bでめる。

新潟県 教 育 研 究 所 編

/ 学 校

算 数 品"+民- カ 検 査

(計 算)

… 4. 5. 6年共通

姓 名 番) 男女

生年月日 昭和 主手 月 日

学 校 小学校 年 組

検査年月日 昭和 年 月 日

注意

1いつもせんせいのいう とおりにしてください。

2・「はじめJと いってから 「やめ』と いわれるまでまちがわぬようにで会

るだけはやく やりなさい。

3・もんだいはばんごうの. じゅんにしなさL、。むずかしいのはおとにのζ

してすすみ じかんがあったら あとでしなさい。

4けいさんは 紙のあいている ととろで してもよい。
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(3) 
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x 1 0 =に二|
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算(12れ
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. 4 3 
x 2 

I . I 

(4) 

7 6 
x 4 

I I 

(6) 

3 4 
x 1 2 
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一隅
一
一
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(乃 (8) 
8 5 

X6  3 3 1 0 0 
x 230 

I J 

2.6 4 x 5 =仁二I . 7.8 X 1 0 = I二コ
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X 3 8 5 
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37 × 3 =口吾
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lV. わ り算くか I lE~~1

+ 3=ヒコ 20Q + 10 =仁コ

(4) 

!二1 口 -一4)1318 
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!三|口 ロ口
市

-1∞-



(7) . 

口ご
一

(9) 

ト 7=早
口
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，，目、、

4 n 
9 巳

(13) 

1 
12- + {> = 

3 口昌

(8) 

+ 4ーにコ

(10)/j:議議三&を四等zf丈し
なさいロ

亡二l

(12) • 

二
783) 7δ 951 

1...1うすうt!・ぃ u・
(14) 小数第一位までけいさん

しめまりがめったらかき

なさい。

仁二i口
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3.+口=1 5 。)
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?とし正しいが Jうか
けかさん こず;え

この計算の答が，
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の
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品

多
。

t.うすれば

正しい

かめるには

なかでつぎの

1 5 
5了7十す-

5 

2 8 
2 5 

3 でかこみなさい。

1 5 - 3 

2 り

5 x (吋
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